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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

東京電力福島第一原子力発電所事故後あるいは除染対策の施工後に作付けを行っていない農地においては、農産物の

収穫まで当該農産物の放射性セシウム濃度を知る方法がない。そこで、作付け前に土壌からの放射性セシウムの吸収を評

価する手法を開発した。

(1) イネ種子をポリエチレン容器（内径 7.3cm、高さ 7.5cm）内に充填した供試土壌に播種し、人工気象器で 1 週間栽培し

て、イネ幼苗の茎葉を採取した。同じ供試土壌を用いて、イネおよびヒマワリを栽培し、玄米およびヒマワリを採取し

た。

(2) イネ幼苗の 137Cs濃度と玄米 137Cs濃度およびヒマワリ 137Cs濃度に高い正の相関関係が認められたことから、イネ幼苗

の放射性セシウム濃度を調査することにより土壌からの放射性セシウムの吸収しやすさを評価できることが明らかと

なった(図 1)。

(3) 玄米とヒマワリで同様の結果を得られたことから、土壌からの放射性セシウムの吸収しやすさは多くの作物で共通して

いると考えられた。

２ 期待される効果

(1) 作付け前に農地土壌からの放射性セシウム吸収による農産物の放射性セシウム汚染リスクを評価できる。

３ 活用上の留意点

(1) 本手法では供試土壌にカリウムを添加していないため、カリウム施用を行わない場合の吸収評価である。

(2) 農作物の栽培中に２次汚染が生じるなどした場合には作付け前評価と大きく異なる結果となり得る。



Ⅱ 具体的データ等

図1．イネ幼苗 137Cs濃度と玄米 137Cs濃度およびヒマワリ 137Cs濃度との関係．
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